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IV　現存植生の保護と緑化・復元計画

　公園予定地域内に生育する自然植生や様々な代償植生は複雑な環境条件や一定の人為的影

響とつり合って安定した植生を持続的群落として存続してきた。それらの植生に対して安易

な道路や諸施設の建設は周辺の植生、とくに優占樹種に直接的な被害を与えるぽかりでな

く間接的にも遷移段階の後退など多様な植生への影響を与えるものである。また工事の際に

生じた植生の破壊地域や裸地は土砂の流出や、その結果としての立地の貧養化をきたす。し

たがって、諸施設や園路、とくに幅員の広い道路の設計や工事の際には植生や立地条件の人

為的干渉に対する抵抗力に対応した十分な配慮が必要である。公園建設工事の進行と平行し

て植生学からの調査研究結果にもとづいた植栽計画や緑化計画をさまざまな植生変化、地形

変化に対応してどのように行なうかが重要な問題となる。公園計画に際してどのような現存

植生を残し、どのような植生域を利用するかの検討にはとくに現存植生図の利用が有効であ

る。また緑化・復元計画に際しては潜在自然植生図とその立地診断の利用が期待される。

1．　現存植生の保全と管理

　現存植生はほとんどがその土地の気候や立地、一定の人間の干渉など多様な環境条件とつ

りあって一応安定した持続群落としてみることができ立地も安定しているとみなすことがで

きる。したがって、森林公園の設置に際しての施設、遊歩道などの土地利用はこの安定をく

ずさない利用計画と適切な保金策が積極的に講じられなけれぽならない。とくに森林植生は

一度完全に破壊されるとその成立には少なくとも数十年以上の年数が必要である。すなわち

自然植生は人為的影響等につりあって持続する代償植生とはちがい、それらの人為的影響に

対してきわめて敏感であり破壊されやすく、また復元には代償植生が破壊されたときよりさ

らに長い年月が必要であり、ときには復元が不可能となる。我々の調査結果では自然植生は

面積的にはきわめて少ないが、とくに現存植生図で示されるように湿生植物群落（イボタノ

キーハンノキ群落、カサスゲ群集）が多いことが認められた。これらの植生はとくに湖沼の

景観保全にとっても重要な位置を占めるもので、その金植生を保金することが望まれる。一

方、代償植生についてもクヌギーコナラ群集やアカマツの植林は：景観上、郷土の森、半自然

性の田園景観として保全しながら利用する手法が考えられなけれぽならない。地形的には水

辺や急斜面の保全の意味からその場所の植生の保全にとくに留意されなけれぽならない。

　D　マント群落、ソデ群落の利用

　森林が草地や河川、道路、裸地などの開放植生域と接するいわゆる林縁には、低木やッル

植物または葦本を主な構成種とする群落が発達しているるこの群落は林縁に接して生育する
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低木やツル植物を主とする群落からなるマント群落（Mantelgese11schaft）と、マント群落の

外縁に沿って帯状に生育する草本植物群落であるソデ群落（Saumgesellschaft）とに明らか

に区別することができる。これらの群落は林縁に沿って帯状に発達することにより、林内へ

の強い直射日光や風が吹き込むのを防ぎ機能的に森林保護の役目をする自然の治癒組織とも

言われるものである。したがって、公園設置計画にもとずく道路や諸施設の建設にともなっ

て生じる道路や施設と森林との接点域では、自然に生じるマント群落やソデ群落の存続やあ

るいは植栽による人為的育成が現存植生の保護にきわめて有効な施策となる。Abb，13には

マント群落およびソデ群落の配分模式（同時に林縁の植生復元基礎図）が示されている。ま

たTab．15には植生調査で得られた各群落の構成種群からマント群落、ソデ群落としての植

栽可能種を選び出した一覧表が示されている。したがって、植栽、復元の際にはこれらの種

群のなかから比較的入手し易い2～3種の種群を播種、植栽しておくことにより、人為的に

門

A B C D C B A

Abb・13　マントおよびソデ群落の配分模式、同時に道路周辺の植生復元基礎図

　　　　Schematische　Darstellung　der　Verteilung　von　Saum－u．　Mante玉gesellschaften　u．

　　　　zugleich　Weideraufbauwelse　f臼r　Wegsei亡e

　A：残存林　Restewald
　　B：マント群落　Mantelgesellschaft

　　α8漉ブαうαプう勿8r切5　リョウブ　　　　　　　　　Q粥プ侃558プブ碗α　コナラ

　　距oof癖π卿。認乃α駕露　ナツハゼ　　　　　　　　R加∫ノ¢ηα廓。α　ヌルデ

　　P解剖戸αあうα彦α　クズ　　　　　　　　　ゐ0短062Uブ＠0痂侃スイカズラ

　　C：ソデ群落　Saumgesellschaft

　　Mf30α磁勧∫3勉θ郷露　ススキ　　　　　　　　P8プ妙α5Cαη4伽5　コウヤボウキ

　　R舶欝雇r∫漉螂　クサイチゴ　　　　　　　　　0ρ傭辮伽螂観ぬZα雄性ゴ螂　チヂミザサ

　　Cαr8∬co／z甜α　ヒメカンスゲ　　　　　　　　 0ρ海蛋。メ）ogo7zブαρ07z∫oα　ジャノヒゲ

　D：路颪　Weg
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植栽された植物が主導的な役割を果し、比較的短時間にマントおよびソデ群落の回復を進行

させることができる。

　またマント群落およびソデ群落の構成種はのり面緑化にも利用しうる。

2．　自然植生の保全と管理

　ここでいう自然植生とはさきに記されているように、種組成的に“自然植生に近い群落

N滋Umahe　Vegetation”をさす。

　これらの群落の保全と管理は群落が自律的に持続できる広がりをもっているところでは、

原則的には現在の状態のままで保全しておくことである。この場合単なる植生保護だけでな

くその植生域の立地に変化をおよぼさない配慮が必要である。とくに低湿地や水ぎわに生育

する群落（ii，　iii，　iv）は環境の変化に敏感であり、もっとも“弱い自然”であり、その保全

には細心の配慮が望まれ、周辺部の工事に際しての土砂の移動、ブルドーザーによる林床の

破壊防止にはきわめて注意深い三業が必要である。

　　i）　シラカシ残存林

　人間の林内への立ち入りや、下草刈りなどの人為的影響をできるだけ加えないようにしな

ければならない。さらに周辺に生育する代償植生の林分はこのシラカシ残存林にとってはマ

ント群落の役目をもはたしているものである。その隣接群落の保全により門内への強い直射

日光や風の吹き込みをさけるよう植物群落の空間的配列秩序についても留意する必要があ

る。

　　ii）イボタノキーハンノキ群落

　この河川ぞい後背湿地などに生育している群落は日本の低地の典型的湿生林である。した

がって群落維持には、つねに、湿生状態を保つことが必要である。また流入小河川の確保

と、地下水の変動に配慮が必要である。とくに土砂などの投棄は立地をも改変し、群落が持

続することが不可能になる危険性が大きい。

　　iii）ウキヤガラーマコモ群集

　挺水植物群落であるこの群落は湖沼の景観上や湖岸の保全に重要な群落である。したがっ

て沼の水位の変動のはぽをできるだけ小さくし、乾期においても生育域の乾燥をさける必要

がある。また諸施設からの多量の汚水の流入を防ぐ配慮も必要である。

　　圭v）カサスゲ群集

　地下部が冠水している立地で生育している植物群落である。イボタノキーハンノキ群落よ

りもさらに水位の高い河川の後背湿地などの流れにそって生育している。したがって高い地

下水位をつねに必要とし、浅い水深での冠水状態を保つ必要がある。

　3）代償植生の保全と管理
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落葉広葉樹や夏緑生の草本を主とするさまざまな代償植生は植生景観のうえからも、また

四季をとおとしての花や実、新緑や紅葉、多様な季観による利用度の点からも群落の維持・

保全が必要と考えられる（Photo。14，工5）。代償：植生は一定の入為的影響とつりあって持続

する群落でありその維持・保全にはそれぞれの群落の持続に必要な相応の人為的干渉が必要

である（Tab．16）。

　　i）　クヌギーコナラ群集

　15～25年間隔の年数をもって順次間伐を行なう。また定期的な下草刈り、落葉かきも有効

である。しかし過度の伐採や下草刈りは林床にアズマネザサの異常な発生をもたらし、さら

にマント群落構成種のクズ、ノブドウなどのツル植物が林内に侵入し、いわゆるジャングル

状の荒廃した景観に変る危険が考えられる。したがって間伐や下草刈りに際しては、やはり

夏季において直射日光が三内に多くさし込まない程度までの配慮が必要である（Photo．16，

工7）。

　切り通しやその他の工事によってできた裸地などの開放地への接点域ではマント群落やソ

デ群落による森林の保護が望まれる。

　　ii）アカマツ植林

　林内の種構成がコナラの優旧する林分であるクヌギーコナラ群集とほとんど変らないこと

は、アカマツの植林地がこのまま放置されたときにしだいにクヌギーコナラの優占する林分

へと移行することから暗示される。したがって、アカマツ林として維持・保金するために

は、やはり林床に生育する低木や草本植物の下草刈りを定期的に行なう必要がある。また切

り通しなどによる開放地の出現によってアカマツ林が後退する可能性もある。この場合には

回縁にはマント群落の形成を助け人為的育成を図ることが必要である。

　　iii）スギーヒノキ植林

　とくに常緑広葉樹林への復元が早いがスギーヒノキ・林として維持するための管理はアカマ

ツ植林の場合と同様であり、下草刈りなど強い人為的干渉によってのみ存続できる。

　　iv）モウソウチク林

　モウソウチク林の生地は一般に土壌が厚く、肥沃な土地であるため林床に芽生える種群と

量が多く、林内の下草刈りは毎年あるいは隔年毎にひんぱんに行なう必要がある。しかしと

くにマント群落による保護は必要ではない。

　　v）アズマネザサーススキ群集

　将来、森林に遷移する草本群落としての終局群落であり、草本群落のなかでもっとも群

落、植被率ともに高い群落とみなすことができる。思い切った刈り取りや、定期的な火入れ

によって持続が可能である。

　　vi）ヒメジョオンーヒメムカシヨモギ群落
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　好窒素性の植物種群によって構成される群落で、急速にアズマネザサーススキ群落に移行

してゆく寿命の短かい群落であり、絶えず刈り取りや、火入れを行ない、不安定な人為的干

渉下にのみ再生持続する。しかしとくに保全する必要はない。

　　vii）コアゼガヤツリーヒデリコ群落

　冬季をのぞく植生活動期間の春から秋にかけて、冠水したり、水面から露出したりしてい

る波や水流の少い水ぎわ群落である。暁ぬりのように年1回程度土を動かすか、短期間での

刈り取りによってのみ持続が可能な群落である。放置状態では急速にヨシやカサスゲの群落

へと遷移してゆく短期1年生の草本植物群落である。したがって人為的干渉を停止しての長

期の群落維持は困難である。

2．　緑化、復元計画

　最近の我が国の道路周辺の斜面の保定にはセメントの吹きつけと、外来草種の吹きつけや

植土工による画一的な方法が広く行なわれている。また並木などの植栽樹種についても、ほ

とんど吟味されることなく外来樹種の導入、植栽が行わなれている憾みがある。しかし、そ

れらの外来樹種群はそれぞれの：本来の生育地での立地においてのみ優占種として強い生活力

を有し、持続的に生育できるものであり我が国の国土においてそれらの立地に厳密に対応す

る地域はきわめて局地的であり、限定されてしまう。したがって、我が国においては、これ

らの植栽された外来樹種は一般には年数が経るにしたがって生活力が衰え、長い間存続させ

ることは困難である。たとえば我々が現在継続調査中の東京都内にある明治神宮林において

は50年前に北は樺太から南は台湾までの各地の献木ユ4万本が植栽されたという。しかし園内

への実際の植樹に際しては郷土誌であるシラカシ、スダジイ、サカキなどの常緑広葉樹が中

心となって植栽が行なわれた。その結果、50年余の年数が経た今臼、相観的にはほとんどカ

シやスダジイなどの郷土種による常緑広葉樹林へと生長して、自然植生に近い群落へ発達し

つつある。それに対して、献木などによる外来樹種は各所に点存する程度で大部分は枯死

し、生き残っているものもきわめて劣勢であるという事実でも示される。したがって一時的

緑化ではなく持続的な緑化・復元に際して利用される樹木や草本植物は、それぞれの立地の

潜在能力に応じた郷土種によるのがもっとも安全で確実な方法であり、植栽後の管理が容易

であり、かつ長つづきのする修：景法となるはずである。とくに、明治百年記念とする武蔵丘

陵森林公園では失われている日本固有の郷土の森の復元・存続が中心となるべきであり、常

緑広葉樹を中心とする自然林と武蔵野の特徴的なクヌギーコナラの雑木林との調和のとれた

理想的な公園景観へ導くことが望まれる。

　D　並木による緑化・景観形成

　並木や道路周辺の植栽は公園内を縦横に走る新設道路や施設周辺の緑化法として重要な位
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置を占める。

　　i）樹種の選定

　基本的には各潜在自然植生域に対応した郷土種による植栽が望まれる。とくに幅員の広い

道路沿いや尾根部、あるいは道路が広く開放地に接する公園域の外側にあたる周辺には、年

間を通じて大きなクローネをもち、外部から吹く強い季節風からの森林内部の保護と外部か

らみた公園景観の上から、将来高木として優占するシラカシ、アラカシ、アカガシなどの常

緑広葉樹の植栽が適当である。それに対して公園内部の小幅員の遊歩道や沼の周迦こは、夏

季において強い陽射しから歩行者を守り、冬季においては逆によく陽がさし込むように、代

償植生の構成種であるヤマザクラ、アオハダ、エゴノキ、ケヤキなどの落葉樹を中心に植栽

するのが適当である。春には新緑や花が、夏季には豊かな緑と花が、そして秋季や冬季にか

けてはさまざまな色に変化する紅葉と木の実が観賞できる点でも有利と考えられる。具体的

な植栽樹については各潜在自然植生域に対応した植栽可能樹種が、さらに、高木層、低木

層、草本層として植栽すべき種群に区別されて一覧表（Tab．16）で示されている。これら
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の種群は郷土誌であることを基本とし、それぞれ新緑や花、実、紅葉などを対象とした観賞

の面や、さらに防風、表土の保護など機能的面においてもそれぞれ特徴をもち公園植栽樹と

して適当な種群である。これらの種群は今騨の植生調査資料の中から、あるいは立地的に類

似する他の地域での植生調査資料をも加えて総合的に検討、決定されたものである。したが

って、各潜在自然植生域に応じて比較的入手可能な数種の樹種を選択して組み合わせて植栽

されるのが望ましい（Abb．14，15，16）。

　　ii）植栽の形態
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Abh・15並木植栽の例（シラカシ群集典型亜群集域）

　　　　Ein　Beispiel　der　schematischen　Darstellu且g　des　AIIeenvegetationsg廿rte1（Area玉e　des

　　　　Quercetu狙狙アrs三naefoliae，typicum＞
A．la。：践舵♂忽功砿勧伽8α　ツクバネウソギ

A．t．：A46η9ρ加鵤冶プψ砂ZZαvar．ブ⑫o廊。α

　　　　　　　　　　　　　ツリガネニンジン
C・ja・：Cα膨侃ゆαブ＠oπ乞。α　ムラサキシキブ

C．c．：Cα1ぞコ90072foα　ヒメカンスゲ∫

C．」．：C4解θ〃彪ブ砂。π飴π　ヤブツバキ

C．n．：Cα紹詔παηθπα　ホソバヒカゲスゲ

C．s。：C配orαアz読π53θrプα戯5　フタリシズカ

C．t．：Cαψ勿π5孟5cゐ伽。至論　イヌシデ

E．」．：E歓yσノ＠o痂σα　ピサカキ

1．c．：ZZθ⑳oプθηα‘α　イヌツゲ

Lm．：π6砂駕α6πψ04α　アオハダ

L．j．：ゐ徳鰐かπ駕ゴ妙。痂侃郷　ネズミモチ

L．P．：ゐ∫擁。カεμα妙ρ加JZα　ヤブラン

N．s．：Nθo傭5εα5εア・比θα　シロダモ

P．r．：P8ノ弓妙αフ弓。ろμ5如　カシワバハグマ

Q．s．：Qz躍プ03‘5562・プ認σ　コナラ

R．」．：Rん04048η4プ。πブ＠o冠6㍑ηz　レンゲツツジ

S．3，＝5砂ブα即ノαρo滋。α　エゴノキ

T．m．：丁湾6ッ漉5勉α‘r砂04α　ヤマホトトギス

V．d．：レ乃πηz〃π漉如如薦ηz　ガマズミ
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Abb。16並木植栽の例（シラカシ群集ケヤキ亜群集域）

　　　　Ein　Beispiel　der　schemat玉schen　Darstellung　der　Alleenvegetationsg“rte1（Areale　der

　　　　Quercetummyrsinaefoliae，Subass，vonZelkQva
　　　　serrata＞
C．j．：C加ηα窺。解％賜ブ＠o痂‘観η　ヤブニッケイ

C・n・：Cαプθ詔刀αηθ♂♂6τ　ホソバヒカゲスゲ

D．b，：Drツ。がθ痒3配∬θ廊απα　ヤマイタチシダ

D．e．ID／70が6プ‘58轟轟ro50rα　ベニシダ

鷺ふ：E獄ツαブ‘ψ・沈αピサカキ

王．c．：IZ8躍。プθπ磁α　イヌツゲ

L，P．：五かゆθρ傭ツρゐツ♂Z¢　ヤブラン

聾．S．：Nθo痂5θα56海08α　シロダモ

O．j．：0力痂。メ）ogo7zブαメ）o蛎。α　ジャノヒゲ

P．P．：Po砂5’‘o勧魏ρo砂う♂ゆ肋駕解イノデ

Q．m．：（伽θ7層傷5甥笄5伽α4bZ彪　シラカシ

筆f．：丁紹漉ツσα厚》Z4∫声r’瑚♂　シュロ

Z．s．：Zθ踊。汐α58rプα確　ケヤキ

　森林内での道路は一般に森林に対してはマイナスの要因として作用する。したがって道路

わきに植栽される並木は周辺の森林に対してマント群落および、ソデ群落としての機能を兼

ねそなえるべきである。したがって基本的には楠栽断面は道路に面した側からソデ群落に相

当する草本植物主体の植栽、次にマント群落に相当する低木、亜高木、高木の順に配置植栽

され、残存林へと続けられるのが望ましい（Abb．13参照）。

　また幅員のきわめて広い幹線道路の中央に中間帯として設置が望まれる並木や（Abb．17）、

駐車場の周囲をとりかこむ並木のように並木それ自身が独立するような場合においては主体

となる高木を中心に両側に亜高木、低木、草本の順にピラミット状に植栽されるのが理想で

ある。すなわち、並木自身がマント群落、ソデ群落の機能的縮少型として考えられるべきで

ある（Abb．18）。このような開放地に接した並木では植栽される低木や草本植物の種類には
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A肋。17幹線道路中間帯の並木植栽の例

　　　　Ein　Beispiel　der　Aユleenbau孤en　auf　der　MittelzoRen　zwischen　den　HauptstraBen

C．c．：Cα1用θ”oo短6α　ヒメカンスゲ　　　　　　　P．　v．：Pbμプ6痂αθαηゴ♂♂05σvar．♂σ6面8

C．1．：Cα窺8Zあαブαρo鋭。α　ヤブッバキ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カマツカ

E．j．：E蹴yαブゆ。短‘α　ピサカキ　　　　　　　　Q．9．：（～z‘θr‘μ5　gJαπ6α　アラカシ

i．盤．：IZθω四zαoroρ04α　アォハダ　　　　　　　Q．　s．：Q㍑8r6π5ηzップ5ガ7zα⑳」伽　シラカシ

N．s．：N80Z露∫θα5θ痺66α　シロダモ　　　　　　　R．k．：Rん0404θπ4ブ。π肋θ賜メ～脅パ　ヤマツツジ

昏潜在自然植生域での植栽可能樹種の他に、陽地生のマント群落構成種群やソデ群落構成種

群（Tab．15）の中からも選ばれる必要がある。とくにソデ群落に対しては道路肩の表土の流

出をおさえ湿度を保つという機能的面でホソバヒカゲスゲ、ヒメカンスゲ、ジャノヒゲ、オ

オバジャノヒゲなどの植栽が適当である。

　　三il）多様な自然観賞対象としての並木

　森林内における多種多様な生物群の生態は森林公園として重要な静的、動的景観要素であ

る。すでに都会からの来園者に対して十分な感銘を与える要素をこの公園予定地域は兼ねそ

なえている。加えて来園者の通路となる道路周辺の残存林や並木はもっともよく目にふれる

観賞対象物であり、その樹種や自然形態にも十分な配慮がなされることが望まれる。Tab．16

に示された植栽可能樹種は機能的にも、また観賞の対象としてもふさわしい樹種で占められ

ているので樹種の選択に際しては前記の各項の調査結果にそって行なわれればよい。ここで

はさらに並木のアクセントとして、各路線ごとにソメイヨシノより病虫害に対してより抵抗

力の強いヤマザクラやウワミズザクラによるサクラ並木や、亜高木や低木層に特徴をもたせ

たヤブッバキの並木またはツクバネウツギやウツギのマント状の並木、さらに陽地において
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Abも．18　並木の断面模式

　　　　Schematische　Profil　der　AIleen

　A：高木類　　　　　　　　Hdhere　Baume

　B：低木類　マント群落　　Straucher（Mantelgesellschaft）

　C：草本類　ソデ群落　　　Krautern（Saumgesellschaft＞

　D：路面　　　　　　　Wege

は花の他に実が食用できるモミジイチゴやナワシロイチゴの植栽、貧養地にはレンゲツツジ

やヤマツツジなどのッッジ類を植栽するなど応用される。また草本層に特徴をもたせてスミ

レやアザミの類、日陰げや湿生地にはヤマユリやベニシダ、イタチシダ、ゼンマイ、ワラ

ビ、ミサキカグマなどのシダ類をまとめて植栽することによってそれぞれ特徴のある並木が

立地の潜在自然植生の許容範囲の枠内で多様に取り入れられることが望まれる。

　　iv）施設周辺の緑化

　公園内各所に設けられる休憩所、その他の建造物は森林公園景観としてやはり消極的な：景

観要因となるものが多い。これらを緑の樹木や草本でカバーする植栽緑化がその利用や機飽

に対応して適切に行なわれる必要がある。それらに対する植栽は年間を通じて緑による修：景

としての役割をはたす常緑広葉樹と、冬は葉を落とし陽光のさし込む落葉樹の組み合わせが

その中心となるのが好ましい。具体的な植栽樹種は各潜在自然植生域における植栽可能樹種

群（Tab．16）のなかから選択される。冬季に日光を必要とする南斜面ではケヤキ、モミジ

類、クヌギ、コナラ、ウツギ類などの落葉広葉樹を用いるとよい。

　　v）植栽の方法

　並木や施設周辺の植栽は、その性格から一度工事の際に整地され母岩や礫土の露出や、分
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解の進んでいないロームが露出する地域が主に対象となることが多い。これらの新しい造成

地は植物にとってきわめて厳しい環境といわねばならない。したがって建設工事に際して現

在地表をおおっている表層土はできるだけ一ヵ所にまとめて保管し、建設工事の終了直前に

緑化予定の斜面、道路の両側や中間帯、施設周辺に戻すようにする配慮が望まれる。

　この方法は一時的に経費がかさむことが考えられるが、数百年の長時間をかけて生成され

た“生きた土壌”を利用することは、実は新造目地の緑化にもっとも有効な、時間をかけて

見ればより経済的な方法となる。すなわち植栽後の管理がきわめて安易で維持経費も最少限

にとどまる。

　常緑広葉樹の植栽に際してはいきなり高木層として常緑広葉樹の植栽は困難な場合も考え

られ、また幼樹の生長もきわめて遅い。したがって、先駆的に生長の早い落葉広葉樹の植栽

をしてまず緑化を行ない、それと同時に、またはその後に将来高木層にまで生長する樹種を

低木層として植栽しておき、後者の生長によって順次落葉広葉樹と常緑広葉樹の交代が行な

われるような新しい植物社会学的な郷土の緑、復元のための手法の実施が有効である。

　3）　のり面の緑化

　新設の道路や諸施設設置によって生じる斜面の裸地、すなわちのり面はとくに土砂崩壊、

土砂の流出の危険性が大きく路線の管理の上からも、またもっとも消極的な：景観要因となる

点からも早急、かつ確実な緑化対策が必要である。

　　i）　外来種による急速緑化

　一般に緑化、復元は基本的には郷土種の利用が中心となるが、とくに不安定なのり面など

で急速緑化が要求される場合には一時的には外来種の利用も考えざるを得ない。最近我が国

で広く利用されている外来種には次のような種があげられる。

イタリアンライグラス

ゥィーピングレッドフェスク

ケンタッキー　31、フェスク

コヌカグサ（レッド・トップ）

ウィービング・ラブ・グラス

Lo伽避寒‘♂廊ノZo㍑卿

F83伽。αr⑳ブα

F65孟zκααブz〃z読2zαc8α

Agア。漉5αZ加

Erαgro5z歪5　c獄捌ごα

　これらの外国産戦闘の大部分はヨー冒ッパなどの諸外国で長い年月をかけて定期的な採

草、放牧など一定の人為的条件とつり合って存続してきた牧草である。したがって、それぞ

れの原産地においても一定の人為的条件が継続的に加えられることによってのみ持続群落と

して存続するものである。しかし気候条件など立地や、人為的条件の異なる我が国において

はそれらの字種は年数が経るにしたがい次第に生活力が衰え、長い聞の存続が不可能であ

る。したがって数年後にはそれら外来種は枯死し再び裸地化する。また一般に郷土種と外来

種はスムーズに交代が行なわれないために、この裸地が再び郷土種によって緑化されるまで
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Abh．遷9 のり面植栽の例

Ei亘Beispiel　der　Hangbepflanzundung

A：のり面がロームの場合

　Ein　Bepfla且zungsbeispiel（玉es　Hanges，

　wo　die　Oberb6den　geblieben　sind

B：のり面が岩質の場合

　E：in　Bepflanzu鷺gsbeispiel　des　Ha鳳ges，

　wo　dort　steinartig　sind

B1：ツル植物の植：栽

　Ein　Bepflanzungsbeispie1（ier　lianen

　Pflanzen

B2：外来牧草と郷土種との混植

　Eine　Mischpflanzungsweise　der　ende・

　mischen　Arten　mit　der　auslandische鷺

Wiesearten

B3；客土による植栽

　Eine　Bepflanzu漁gsweise，　wo　die　Ober・

　b6den　zu　rekultivieren　sind

A．s．：！麗πκ55露∂o観fα7zαオオバヤシャブシ

a．w．：auslandiche　wiesearten外来牧草

C．b．lC♂θ焼ブα　翫zrう勿θプワ∫5　　リョウブ

C。c．：Cαプ8澱oo7ガ。α　ヒメカンスゲ

C．n．ICαノ’θ謬7薦ηθZJα　ホソバヒカゲスゲ

D．c．：Dθ協厩αcプ6ηα彦α　ウツギ

1．C．：加ρθr漉α¢y諭Z4冗侃　チガヤ

L．P．：ゐθゆ846堵αがJo5α　ネコハギ

L．c．＝ゐ85ρ648脚昭ノ勿う・卯αマルバ・・ギ

M．s，：M∫50α72‘ゐz455脅z67z5f3　ススキ

Oj．：Q力房9ρogo72ゴ⑫oアz‘oα　ジャノヒゲ

P，L：P喫7・αプ放あうα如　クズ

Q．s。：Qz‘8ノ℃狐56澤認α　コナラ

V．f，：y獅5ガ。ケb髭α　エビヅル

V，o．：V如。‘η伽彫。配んαフ痂f　ナツハゼ

W．：Weg道路

の間には雨などによる斜面の崩壊や土砂の流出する危険が生じ、再緑化の処置が必要になっ

てくる。したがって外来一種の利用に際しては、その長所と欠点について検討し用いられな

けれぽならない。

　外来の草本種は一般に発芽率が高く種子の入手や播種が安易である。またムラサキウマゴ

ヤシやシPツメクサなどのマメ科植物は根粒バクテリヤによって空気中の窒素を固定し、母
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岩の露出するような土地にもよく育つ長所をもつ、したがって急速緑化の一時的手段とし

てのり面の乾燥を防ぎ、郷土種への交代の基盤作りとして利用される。また、郷土種との交

代期における裸地が生じるのを避けるために、播種された外来草：本種の中にAbb．19－B2で

示されるように郷土種をあらかじめ植栽し、外来草本種と郷土種とが漸進的に交代する配慮

＝方法が望まれる　（Photo．18）。

　　ii）　郷土種による緑化

　我が国はヨーロッパその他の同緯度地方の国にくらべて植物の種類がきわめて豊富であ

る。ガレ地や裸地にも先駆植生として侵入生育するそれぞれの植生域固有の植物種群もまた

多数ある。したがってそれらの種群をも含むマント群落や、ソデ群落構成種群がのり面緑化

に際しておおいに利用されるべきである。その土地の潜在自然植生に応じてマント群落やソ

デ群落のなかから、あるいは潜在自然植生の構成種のなかから選ばれた種群によって緑化さ

れた時には、外来草本植物にくらべると一般に生育が遅く急速緑化にむかない難点もある。

いわぽ郷土種は一般に“大器晩成”ではあるが、もっとも効果的で安全な：方法となり、十分

復元した時理想的なまた飽きない郷土の景観構成者としてふさわしい形となる。

　すなわち草本植物ではヒメカンスゲ、ヒカゲスゲ、ホソバヒカゲスゲなどのスゲ類、スス

キ、チガヤ、ノガリヤスなどのイネ科植物やジャノヒゲやオオバジャノヒゲなどが、低木で

はやはり陽地生のヤマハギやマルバハギなどのマメ科植物やノイバラ、テリハノイバラ、あ

るいはとくに先駆生低木植物のヤシャブシ、オオバヤシャブシなどの利用が効果的である。

その他斜面の傾斜角度、土質や岩質のちがいによってTab．16に示されているマント群落構

成種の低木やあるいはツル植物種群の中から、そして草本植物はソデ群落構成種群のなかか

ら選択され植栽されるのが理想的である。

　Abb．19－Aに示されるように緩斜面であり、しかものり面が戸一ムなどの土質の場合には

各潜在磨然植生の構成種や植栽可能樹種によっていきなり復元を図ることが可能である。

　Abb．19－B1はのり面が岩質、あるいは砂礫質であり播種や植栽が困難な場合の緑化例であ

る。このような場合には、斜面の上部と下部に根をはったツル性の植物で斜面をおおい、斜

面の乾燥を防ぎ、郷土種の生育できる立地の素地を形成する一時的な手法である。

　Abb．19－B3はAbb。19－B1のような岩質地にいきなり植栽する方法で、適当な凹地を切り

込み、表土を客土して播種、植栽する手法である。

3．　郷土の森復元計画

　人間が定佳してから二千年もの間、人閾と共存しともに生きのびてきた生きている緑の浄

化装置、すなわち、郷土の森が日本人の生活域をもほとんどおおっていた。やはりこの武蔵

丘陵地域でも丘陵部にはコナラ、クリ、エゴノキ、シラカシ、アカマツやモミノキが谷部に
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はクヌギやケヤキが、さらに水田のまわりの湿地にはヨシやハンノキが一面に生育していた

と考えられる。それらの森林は人聞の生活の糧としての経済的面からのかかわりあいの他

に、人間をも含めた自然の一つの生態系として多様なかかわりあいをもって共存してきたも

のである。しかし、ここ数百年の間に郷土の森はさまざまな土地利用によって漸進的に二次

林（代償植生）に変えられてきた。とくに最近の加速度的な自然の開発、産業の発展にともな

ってわずか数十年の間につぎつぎとその姿を変えられ、二次林そのものも消滅しつつある。

　したがって健全な明日の日本民族の発展を保証するためにも、今まで長い間共存し日本の

文化をはぐくんできた郷土の森の保護・復元をはかり、それを後世に伝えることは今日生き

ている我々の責任ではなかろうか。

　画一的に行なわれている産業化、開発の結果の現状から予測されることは、このまま進め

ば日本民族の最後の自然の生存基盤までもくいつくす危険性まで高めつつあることであり。

今や我々の自然に対する価値観は変革を強要されてきている。

　したがって、今まであまり薩接の経済利潤が認められなかったまだ残されている郷土の森

は日本民族の貴重な心とからだの保証のための遺産としての多様で本質：的な絹対的価値を高

めている。

　同時に、郷土の森がすでに失なわれているところではその復元にこそ本格的な研究と投資

がなされるべきである。このような郷土の森の多様な価値が再確認されている現代において

は、明治百年の記念事業としての武蔵丘陵森林公園が設置される意義は大きい。

　同時に、より目的に応じた公園計画の策定と実施が強く望まれるゆえんであろう。

　D　場所の殼定

　郷土の森としてはカシ類を中心とする常緑広葉樹林の復元計画が望まれ、現存している代

僕植生のクヌギ、コナラ林や、アカマツ植林などの復元計画の対象地となる場所では林内の

伐採、下刈り、あるいは人の踏み込みをさけなけれぽならない。しかもその復元が完了する

までには少なくとも数十年の長い歳月を必要とする。

　したがって、広い面積をもつ復元対象地はとくに人の集まる施設区周辺から離れた比較的

利用度の低い地域へ設定される必要がある。

　2）復元の方法

　日本におけるシイやカシ類の常緑広葉樹を中心とする暖帯林は年平均気温13。Cの等温線

を北限として広がっているといわれ、しかも冬季の日最低気温の月平均において0。C以上

であることが要求される。

　当地方は気候的にはシラカシ群集域に属しており、シラカシ林は温度の面においてはスダ

ジイ林よりかなり生育範囲が広がるものと考えられる。分布的に見てみるとスダジイ、コジ

イなどのシイ類よりもシラカシやウラジ戸ガシなどのカシ類の方が生育範囲が広く、したが
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って温度条件に対してもより適応力があるものと考えられる。

　当地方は年平均気温では13．7。Cと比較的高い値を示すが、冬季における日最低気温の月

平均をみると12月に0。C、1月、2月においては一2．6。C、一L7。Cと氷点下のかなり低い

値を示す（Abb．20）。

　当地方の極相林であるシラカシ林の構成種、すなわち、シラカシやアラカシ、シ戸ダモな

どの常緑広葉樹が高木層にまで生長した時には、この冬季における寒気にも十分耐えうる力

をもつが落葉広葉樹を主とする二次林下におけるこれらの芽生えや、または開放地に植栽さ

れた幼樹の生長にとってはかなりきびしい制限要因としてはたらくものと考えられる。した

がって、郷土の森復元の対象地においては不必要な樹木の伐採や下草刈りなどは極力避ける

必要がある。また、急速に緑化、復元する手段としてその土地の潜在自然植生構成種群を植

栽する場合においても二次林としてのクリ、コナラなどの落葉広葉樹林や、アカマツなどの
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ムもb．刀　郷土の森復：元の植栽例

　　　　Bepflanzungsbeispiel　um　Heimatwald　zu　rekonstruktieren

　残存木　Restebaum
　Q．s．：Qκθκ螂58ププα如　コナラ

　植栽樹　Bepflanzungsbaum
　A．j．：Aπ酬うαノαρo加6α　アオキ

　C．3．：Cα那6♂麗αゴ妙。擁。α　ヤブツバキ

　E．j．1翫型αブαρo痂。α　ピサカキ

　Q．g．：Qκ8rcκ58’如πoα　アラカシ

　Q．m．：Qκ8ブσκ5ηz笄5加αけbZ∫α　シラカシ

常緑針葉樹林の保護のもとでの生長をはかるという配慮が必要である。すなわち、落葉広葉

樹林の林内や林縁に低木層、亜高木層として潜在自然植生構成種群を植栽してやり、それの

生育をまって徐々に交代をはかる方策が望まれる。

　郷土の森の復元対象となる地区は、多様な人為影響によってさまざまな代償植生におきか

えられている。これらの代償植生は郷土の森、すなわち潜在自然植生復元途上の二次遷移の

各段階にあるものである。したがって、それぞれの代償植生によってその復元経路もまたま

ちまちである。Tab．17は植生がどのような人為影響によって変化せられ現在の現存植生に

いたっているかを模式化したものである。したがって、各現存植生域においての復元に際し

ては基本的にはその変化、破壊の経路を逆にたどる方策をとるべきである。

　しかし急速復元の手段としての植栽に際しては、その植栽樹種をその土地の潜在自然植生

構成種群の中からいきなり選び出されなけれぽならない。すなわち、潜在自然植生がシラカ

シ群集モミ亜群集域においては代償植生樹林下にモミやシラカシを中心に植栽して復元の助
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D．e．：1）プツ。μ8r露82W疏フ8050ア・α　ベニシダ
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舳b．24　郷土の森復元の一例（シラカシ群集ケヤキ亜群集域）

　　　　Ein　Beispiel　des　rekonstruierten　standortsgem齪en　Heimatswaldes（S　u　b　a　s　s．

　　　　voHZelkovaserratad。Q’uercetummyrsinaefc－
　　　　liae）

A．a．：盈助απα泌1z8α5ρ87¶αムクノキ

A。j．：・4π侃6αブ⑫o漉。α　アオキ

C．」．：Cα那θ〃勉ブ⑫o痂6α　ヤブツパキ

D．b．：1軌y（ソ）犯擁5うf∬β彦如刀α　ヤマイタチシダ

D．e．IZ）2ツ。がθr∫561ツ疏ノリ50rα　ベニシダ

F，j．＝F磁5彪ノαρo廊。α　マツデ

L．j．：L∫gz‘∫ぴ〃彫ブ4ρo／2foα　ネズミモチ

L．P．：ゐゼ擁（ψ6μ磁yρんツ∬α　ヤブラン

N．s．1丼60砒58α5θ擁。侃　シロダモ

0．j．：0戸んf（4》ogo箆ブ砂。πゴ。㍑5　ジャノヒゲ

P，P．：矛b砂5擁01協ηzカoZlyう島ρ11α駕ηz　イノデ

Q．m．：Qπθκπ∫蜴」ノr∫∫7zαφbあα　シラカシ

T．f．：T7”α01妙。αψ㍑5／bプ砲η6∫　シュP

Z．s．：Z8疏。ηα3θノγα薦　ケヤキ

長をはかる（Abb．22）。典型亜群集域ではシラカシ、ヤブッバキ、シ戸ダモなどの常緑広葉

樹が中心に植栽されるぐAbb．23）。ケヤキ亜群集域においては同じシラカシ、ヤブツバキ、

シロダモ、シュロなどの他に、やはり将来高木層を占め優占種となるケヤキ、ムクノキの植

栽がなされる（Abb．24）。クヌギーハンノキ群落域では、クヌギやハンノキなどの落葉広葉

樹が多数植栽される。

水際の潜在自然植生であるイボタノキーハンノキ群落やウキヤガラーマコモ群集、カサス
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ゲ群集などは人為的影響などによる環境条件の変化にきわめて敏感な群落である。

　したがって、植栽して復元の助長を企てることよりも現在点在しているこれらの残存植生

の保護・育成が中心となるのが望ましい（現存植生の保全と管理の項参照）。

　潜在自然植生の構成種はTab．！6に示されているが植栽に際しては費用や労力をも考慮

し、表に示される金ての種群を植栽してやる必要はなく将来高木層にまで生育し、優占種と

なるべき主要木2～3種の植栽を中心に行ない、低木層や草本層となる種群については、主

要木の生長に伴い芽生え、復元してくる自然の復元力が期待できると考えられる。
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お　わ　り　に

　首都圏の中でも東京に近い武蔵丘陵上に建設されている森林公園の目的は、自然と隔絶し

た人工環境の中での生活を強いられている市民の心と体の緑で代表される自然の療養所、い

こいの場として多様な機能を果すことがつよく期待されている。したがって、今までの見て

美しい造形的要素の強い都市公園的な発想だけでなく、新しい時代の要請に応じた新しい意

識にもとずいた本格的な森林公園の設定がのぞまれている。

　我々は植物社会学的・生態学的立場からの森林公園の建設・緑化・自然復元の基礎として

の植生調査と植生図の作製を受けもった。

　300以上の現地植生調査資料（Vegetationsau魚ahme）を群落組成表作製規準にそって整理

三三・検討した結果、自然植生が3、代償：植生が7の群集または群集に対応した群落単位と

して把握された。これらの群落単位はさらに細かくいくつかの下位単位に区分され、立地条

件・生育地との関係が総合的に明らかにされた。

　“緑の診断図”としての植生図（vegetation　map）は、現存植生および潜在自然植生を対

象に最終的には縮尺5，000分の1の地形図上にまとめられた。

　植生調査資料と植生図を基礎に森林公園予定域の植生の側からの現状診断と立地診断が行

なわれた。その結果、とくに残されるべきシラカシ群集典型亜群集の残存高分の生育地、水

辺、湿地のカサスゲ群集、ウキヤガラーマコモ群集、イボタノキーハンノキ群落があげられ

た。代償植生のクヌギーコナラ群集、アカマツ植林、スギ・ヒノキ植林、モウソウチク林、

アズマネザサーススキ群集の保存、管理、利用の方法についても具体的に考察されている

（Tab．16～17，　Abb．1g）。

　今までの土木工事に際してもっとも問題の残されていた斜面の緑化や並木、林縁植分の積

極的保全・修景・郷土の森の復元、管理の生態学的な手法についても考察された。

　都市周辺の本格的森林公園の設置に際して行なわれた我が国で最初の生態学的な植生調査

・研究資料が、よりすぐれた首都圏内の新しい公園のあり方にふさわしい森林公園として完

成されてゆく資料として十分活用されるよう強く望まれる。
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Zusamrnenfassung

　　Beぎicht琶beτe三ne　Vegetationss加die　f鎮r　de澄Gr茸nplan　und　d三e　Landscha董tspflege

　　　　　　　　　des　Waldparkes　auf　dem　Musash田誼gel　n6rdl圭ch　vo丑Tokyo

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　von

　　　　　　　　　Aklra　MIYAWAKI，　Yasushi　SASAK：1，　u．　Kazue　FUJIWARA

　　　　　　　　　　　　（Biologisches　I窺st．　d．　Staatlich．　Universitat　Yokohama）

　　　Der　Walδpark　auf　dem　Musashi－H茸gel，　der　40　km　vop　der　Stadtmi£te　von

Tokyo　geplant　ist，　soll　dle　Menschen，　die量n　der　k銭職stliche且Umwelt　der　dicht

besiedelten　Stadt　ganz三so1圭ert　wohnen，　als‘‘gr廿nes　Sanatorium”f廿r　K6rper　und

Geist　dienen．　Darum　soll　er蹴量cht　wie　le£zigen　Stadtparke　nur　f蔭r　das　A賢ge　ein

sch6無es　Blumeaparadies，　sondem　eiR　zeitgem註Ber　H：eimat－Waldpark　werden．

　　　Die　Gエ聰dlage　daf茸r　gibt　die　Pfla丑zensoz三〇10g三e　f巷r　d三e　na加rgem互Be　Begr渡照ng，．

sowie　die　Wiederherste11囎g　der　nat茸r玉iche聡Pflanzendecke．　Wir　haben　daher　eine

Vege£at圭onskartierung　beantragt．

　　　Meh雫als　300　Vegetatio益sa疑fnahmen　wurden　im　Gel琶nde　gemacht　und　in

Gesellsel玉schaftstabellen　zu　VegetationstypeR　geord無et．　Sie　sind　innerhalb　der　na纐r－

lichen　Vegetationen　vier，　in　den　Ersatzgesellschaf£en　zu　acht　Assoz三a重ion　oder

e玲tsprechende簸Gese1玉schaftseinheite且zusammengefaBt　worden：

A．Na撒rliche　Vegetation

　　1．Querceもummyrsinaefo1iae
　　2，　，窃g％5〃％郷。玩π5〃bZ乞π彫一z4Zππ5掴ρo％fcα一Gesellschaft

　　3．Sc．三rpo．fluviatihs－Ziza．nietumlat三fo｝三ae

　　4．　CaricetumdL，s．Palatae
B・．．．Ersatzveg♀t母t玉on

1．

2．

3。

4．

5．

6．

Quer．aDetumac葺t王sslmo－serratae
P施‘54θ競．μoプα一Fors£（Querce宅umacutiss量mo－serratae）

Cプ砂彦。解8プ露ノ妙。忽6σ一〇乃α剛∠τ6‘妙‘zガ501う♂z‘5σ一Foエst（Quercetum　　磁y－

rs三naefoliaeSubass．vonZe玉kovaserrata＞
P勿ZZO吻61げ5伽プ0妙・Zαvar．μ68566π5－Forst

Aぎundinariochino－Miscanthetums呈nensis
Mantelgesellschaft（Lon三cero－Paederion）
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　　1．　NatumahegebliebeneBes罎ndeder　typlcum　des　Quercetu斑

　　　　　myrsinaefoliae，　desCaricetu王ndispalatae，　der

　　　　　Scirpofluviati1｛s－Zizanie撫m｝atifoliae，　der
　　　　　〃8z碑z〃ηo伽5z塀ガ2〃銘一五Z捌5ブ砂。π加一Gesellschaft，　die　am　Rande　des　Was－

　　　　　sers　oder　in　feuchten　Stellen　wachsen　sollen　in　m6glichst　nat廿rl圭chem　Zustand

　　　　　erhalten　bleiben．

　　2．　PflegemaSnahmen　und　Nutzungsweise鞭d－grad　der．　Ersatzgesellschaften　w圭e

　　　　　das　Quercetum　acutissimo－serra£ae，　derP勿㍑5
　　　　　．4θπ5壇or炉Forst，　die　Aufforstunge灘mit　Cγ抄孟。膨rゴαブ砂。痂‘αund　Cんα那αe－

　　　　　c％》α万506伽56τ，der　Ba雛bus一（PhyHostachys　he毛erocycla　var．　pubesce職s一）Fors毛，

　　　　　d圭e　／1プ配π4ゴππブゴα　6乃ゴ％o－！レ万5ごαπ’ゐ％5　5zlπ6π3ゴ5－Wiese　s三澄d　　三m　　ei薙ze｝nen　　erklart

　　　　　wordea．

　　3．F租r　die　Begr伽uRg丑ackter　Flachen　u塾d　far　die　Wiederherstellung　der

　　　　　standortgemaBen　Walder　auf　Brachackem，　sowie　an　Stellea，　wo　dle　Vegetation

　　　　　druch　Wegebau　und　andere　Eingriffe　zerst6rt　wurde，　sind　von　Fall　z礒Fall

　　　　　konkrete　Vorschlage　gemacht　worden．

4．Bei　fr廿heren　Bauwerken　blleb　oft　die　BegrUnung　der　Ha鍛ge，　die　Wieδerher」

　　　　　stellung　und　Pflege　der　Saum－und　Mantegesellschaften　zwischen　den　W註1dem

　　　　　und　offenen　Flachen　ein　unge16stes　Problem．　Daf廿r　haben　wir　a羅f　Grund

　　　　　unserer　Vegetatio鍛skundlichen　Studiell　Vorsch1註ge　gemacht．

　　　Wir　hoffen，　daB　mit　H：i｝fe　unseres　pflanzensoziogischen　Gutachtens　ei疏idealer

Waldpark　bei　der　GroBstad宅Tokyo　begrundet　und　rational　erhalten，　gepflegt　und

蓼enutzt　werdell　ken登als　Beispiel　f琶r　weitere　so玉cher　Piane．

　　7．Eプガ96プ。πα％π媚5－Eガ98roπ6απα48π5ゴ5－Gesellschaft

　　8．　C⑫6ブz‘∫1乞α功απ一Fぎフηう万5彦メゴ5規読α6θα一Gesellschaft

　　　Diese　Gesellschaften　wurde蕪aach　M6glichkeit量n　Untereinheite登gegliedert　und

ihfe　Beziehungen　zu　de簸Standorもeigenschaften　und　Wuchsorten　untersucht．

　　　Als“BegrOnungs－Diagnose”一Karte　haben　w三r　e三ne　Karte　deτrealen　Vegetation，

s◎wie　ei且e　Karte　der　potentie11難at菰rlichen　Vege宅atlon　im　MaBstab　l：5000　angefertigt．

　　　Auf　Grund　der　Diagnose　der　Vegetatio捻skarten　sowie　von　Vegetationskundlichen

Studie難in　den　betreffenden　Gebieten　werde鍛folge丑de　Vorschl装ge　gemcht：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9
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醒　　　－　　　　　内　　　　　　　　　　“　　　　 一ヒ @　　山　

1》hoto，1公園予定城外の神社に見られるシラカ

　　　　　シ残存林、高木層はアラカシで占められ

　　　　　ている。（シラカシ群集典型亜群集＞

　　　　　　RestbestanddesQuercetum
　　　　　rnyrsinaefoliae．
　　　　　　Erste　Baumschicht　dolninierte　Qz‘一

　　　　　θブ‘麗3　gZ侃。α，　der　AuBerhalb　des

　　　　　Parkes　vorkommen　ist．

　　…　　　，も＝＝・一苑ご渉3娠’こ二1好｝階函ジ脂血・∵：

徳論・脇．浸擁蟻藤尋華琶梅i器老態態煽：衰罫羅幽1・

Photo．2農家の裏山に残されているシラカシ残存林。シラカシ、アラカシな
　　　　　どの常緑広葉樹やモミが生育している。（シラカシ群集、モミ亜群集）

　　　　　　Restbestanddes　Quercetum　myrsinaefo・
　　　　　1iae　Subass．　von　　Abies　firma　mit
　　　　　Qz‘8ア縄‘π5脚プ∫伽吻あα，　Q．9♂αzκαu。　a．　immergr積ne　Laubbaume

　　　　　u．Abies　firma．
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Photo．3　沼の水際に繁茂する挺水植物のウキヤガラ

　　　　　集＞

　　　　　　Wasserpflanezen－gesellschaft（S　c　i　r　p　o

　　　　　Zizanietum　latif・1iae）
　　　　　Teiches．

（ウキヤガラーマコモ群

　fluviatilis－
a狙Wasserrand　des

Photo．露人のあまり立入らないコナラ林、林床

　　　　　の植物も良く生育している。　（クヌギー

　　　　　コナラ群集、オオバギボウシ璽群集、レ

　　　　　ソゲツツジ変群集）

　　　　　　　Nicht　vernichtete　Qz4θ1℃μ∫5θノTα6α一

　　　　　Forst．　Bodenvegetation　wachst　uppig．

　　　　　（Quercetumacutlss1皿
　　　　　mo－serratae，Subass．
’　　VO鷺　薮osta　montana，
　　　　　Var．　von　Rhododen－
　　　　　dron　japonicum，）
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Photo．5頻繁に下草刈りや伐採が行なわれるコナラ林、ススキやクズが多く
　　　　　繁茂している。

　　　　　　Qz‘θκz∠558778彦α一Forst，　deren｛Jnterwuchs　oft　gemahtet　ist．

・・｢

総

編
灘

欝
巾轟ド

帽隣
　鶯

認鮎

矯

Photo。6　低木植物や：草本植物が刈りはらわれ、

　　　　　外来牧草の播種されたコナラ林。

　　　　　　Straucher　und　krautpflanzen　sind

　　　　　alle　vernichtet，　danach　auslandische

　　　　　Wiesenpflanzen　einformig　gesat　sind．
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Photo．7　アカマツ植林の圏内。コナラ、ガマズミ、リョウフなどの低木が生
　　　　　　細し、草本層にはススキやノガリヤスなどの陽地生の槙物が多数繁茂
　　　　　　している。

　　　　　　　　Unterwuchszustand　in　der　P‘7zπ548π3卯orαkommen（9z567℃κ5
　　　　　　∫87γα彦α，▽乃z6ηzz〃3♂παオα薦ηz，　C♂8功ノ’α　うαプあ2z8プ切5，　u．a．　Strau－

　　　　　　chartige　Baumen　vor．　Auf　der　Krautschicht　wuchstハ4f50αアz読麗5

　　　　　　5‘ノzθ掘5，Cα♂α㎜αgr・3‘露αプ麗7z4勿ασθα，　u．a．　warmeliebende　pflan－

　　　　　　zen　UPP19．

Photo．8　良く手入れされているアカマツ植林地
　　　　　　　　Gutgepflegter　Pf脇5　4θη5岨。ブα一

　　　　　　　Forst．



55

Photo．9低木や草本植物が切りはらわれたアカマツ植林地。アズマネザサとスス
　　　　　　キが一斉に芽生えている。

　　　　　　　　P勿π548郷竃プZorα一Forst，　darin　Strauch－und　krautschicht　abgemahtet

　　　　　　ist．

　　　　　　　Hier　kommt　als　Unterwuchsんwz4加α加。痂。　und雌∫cαη彦ん～‘∫

　　　　　　5fηθ2～5f5　einformich　vor．

P鼓oto．10水田放棄地の雑草植物群落。放棄後年1～2でコブナグサ、コアゼガ
　　　　　　　ヤツリ、イ　などの湿性植物が繁茂している。

　　　　　　　　Unkrautgesellschaft　des　Brachreisfeldes．　Ein　bis　Zwei　Jahre

　　　　　　　nach　Brach　wachsen　Feuchtepflanzen　wie．4プ地7・副。／z痂ゆ‘め‘∫，

　　　　　　　Cγρ8欄加5ρα・・，」伽・z‘∫θ1肋5π∫var．4・の諭z∫u．a．
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5　、

1》hoto．11潜在自然植生がシラカシ群集モミ亜群

　　　　　集域の土壌断面。ローム層がきわめて薄

　　　　　い。

　　　　　　　Bodenprofil　des　Standortes，　wo　die

　　　　　heutige　potentielle　natUrliche　Vege－

　　　　　tation　Subass．　von　Abies

　　　　　firmadesQuercetum
　　　　　myrsinaefoliae　ist．
　　　　　Lehm－Zone　ist　sehr　dUnne．

Photo，12潜在自然植生がシラカシ群集典型亜群集域の土壌断薗。ローム層は
　　　　　　数mにもおよぶ。

　　　　　　　　Bodenprofil　des　Standortes，　wo　die　heutige　potentielle　na－

　　　　　　tUrlicheVegetationQuercetum　myrsinaefoliae
　　　　　　typlcumlst．
　　　　　　　　Tiefe　der　Lehm－Zone　ist　mehr　als　5　m，



；

Pkoto．13古い農家の屋敷林、シラカシ、ケヤキ、スギ、が良く生育いしてる。
　　　　　　　　（シラカシ群集ケヤキ亜群集）

　　　　　　　　Aエte　Bauerhof．（2z‘8π麗5四zッ2・5ガァτα¢1∂♂彪，　Z8脱。ηα∫8アブ・碗α，　G”ご。一

　　　　　　　規8r毎ブ砂。πf‘αwachst　gut．

　　　　　　　　（Subass．　von　Zelkova　serrata　des
　　　　　　　Quercetum　myrsinaefoliae．）

Pkoto．14　沼の景観要素としてのコナラ林とアカマツ植林。
　　　　　　　　Q麗θro御3∫θアーrα‘α一Forst　und　P勿z6548π5坦orα一Aufforstung　als

　　　　　　　Landschaftselemente（玉es　Teiches。
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灘

£編

　鎌

羅
Photo．15沼の景観要素としてのコナラ林とスギの植林。
　　　　　　Qπθrc麗358r1・α彪一Forst　und　C1ッρ’oηzθrfαブ＠伽ピ。α一Auffor－

　　　　　stung　be玉Te量ch

Photo．16まわりの森林と良く調和した既存道。

　　　　　　FuBweg，　der　mit　Umgehendem
　　　　　　Wald　gut　harmonisiert　ist．
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Photo．17森林破壊も少なく、無理なく作られた遊歩道。

　　　　　　　　Gut　gemachte　Wanderungsweg，　demicht

　　　　　　　ist．

viele　Wald　zerstbrt

Photo．18外来の牧草が吹きつけ播種された新設道路ののり面。

　　　　　　　　Neue　aufgebaute　Wege，　dessen　HaHge皿it　der　auslandischen

　　　　　　　Wiesearten　bedeckt　sind、　　　　　　　　　　囁　　’



武蔵丘陵森林公園予定域の植生調査

および緑化・自然復元計画報告書

1971年発行

著者　宮　　　　脇　　　　　　昭

　　　佐々木寧・藤原一・絵

発行　社団法人・日本公園緑地協会

　　　東：京都千代田区平河町2丁目16の14
　　　　　　　　　　（都市計画会館〉
　　　電　言舌　　東　 京　　0　3　　（265）　8　5　5　豆

印刷東京河北印刷株式会社
　　　電話東京03（833）3676（代）


